
12 - 14
16 - 7
17 - 19

Ｃ 23 - 28
A コート 23 - 16

 

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
6 * 0 0 4 7 3 4 0 3 6 9 0 1 0 0
14 0 0 3 10 14 2 5 4 1 4 5 0 0 0 0
15 * 1 1 1 3 3 4 2 1 2 3 0 1 0 0
17 0 0 1 2 6 6 17 5 4 2 6 1 3 0 1
23 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 2 0 0
24 * 0 0 10 18 5 13 2 6 9 15 1 3 0 0
55 0 0 0 1 1 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0
56 * 0 5 4 6 0 0 1 2 0 2 0 3 0 0
91 * 0 3 2 15 1 6 3 4 10 14 1 6 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
1 13 34 71 20 49 18 21 35 56 3 19 0 1

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 0 0 2 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
3 0 0 0 0 3 1 2 1 3 0 3 0 2 0 0
7 0 1 3 4 10 0 0 4 1 3 4 1 0 0 0
10 0 0 0 2 2 0 2 1 2 1 3 0 0 0 0
11 * 0 0 0 3 0 0 5 3 3 6 0 0 0 0
13 * 1 1 1 8 3 4 3 0 5 5 0 6 0 0
18 0 1 6 3 5 5 6 4 3 2 5 0 1 0 0
19 0 0 0 1 2 0 0 5 0 0 0 1 0 0 0
20 * 2 3 1 3 2 2 3 3 3 6 0 1 0 0
37 * 5 17 4 15 4 5 4 2 6 8 1 4 0 0
99 * 0 0 3 9 1 2 5 3 6 9 1 1 0 2

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
10 32 19 60 16 23 36 20 29 49 4 15 0 2

-

土屋 時生 7 26

0

84 250

0 - -
0 - -

28
細川 輝 2 9
北代 一貴 14

10 24

0 - -

吉田 健太郎 27 50
青木 佑大

38

小林 駿太 4 8
有谷 猛司 0 27

28

戸田 真次 0 2
伊田 文汰 1 10
森田 知志 11

Ｆ REBOUND TO AS ST BS MIN

250

岸本 涼太

大阪教育大学

主審 佐々木 尚和 副審 上西 星太

勝ち点 1コ ー ト

戦評
【総括】
関西学生バスケットボール2部リーグ戦二日目第二試合目は大阪教育大学対大阪大学の一戦。前半はお互い激
しいディフェンスで相手に思うようなオフェンスをさせず、均衡状態のまま試合が進む。後半に大教大が流れに乗り
試合を進めていくかに思われたが、大阪大がそれを許さず主導権を渡さない。試合終盤大阪大が勝利すると思われ
たが、大教大がブザービートを決め延長に突入。延長戦、激しい攻防を繰広げるが決着つかず再延長に突入。再
延長終盤、大阪大が差を広げ勝利した。会場全体の視線を集める好ゲームとなった。
【第一ピリオド】
試合開始早々、大教大#37吉田が連続3ポイントシュートを決めるが、大阪大もフリースローなどで得点を重ねる。両
者激しいディフェンスで均衡状態が続き、大教大が一つ目のタイムアウトを取る。タイムアウト明け、大教大#20青木、
#37吉田の3Pシュートが決まるが、大阪大も譲らず着実に得点し、14―12
大教大2点リードで第一ピリオド終了。
【第二ピリオド】
第二ピリオドは大阪大#24冠野を中心に点を重ね、大教大も#99土屋のリバウンドや#18北代のドライブシュートで均
衡状態が続く。開始4分経過、大阪大#14長谷、#15藤本の連続ポイントで大阪大が頭一つ出る。また大阪大の激し
いディフェンスに大教大は点が入らず残り3分半でたまらずタイムアウトを取る。タイムアウト明け後も大阪大の流れは
止まらず、また大教大はゾーンディフェンスに切り替えるも点差を縮めることができず、21－28で大阪大が7点リードし
て前半終了。
【第三ピリオド】
第三ピリオドは大教大が3－2のゾーンディフェンス、大阪大はハーフコートマンツーマンディフェンスでスタート。大
教大のゾーンディフェンスが成功し、#37吉田のスティールからの速攻や3ポイントシュート、#13出口の速攻で同点に
追いつき、大阪大が後半一つ目のタイムアウトを取る。しかし、大教大#18北代の3Pシュートで逆転。だが、大阪大は
ゾーンディフェンスを上手く崩し、すぐさま再逆転に成功し、40－45大阪大5点リードで第三ピリオド終了。
【第四ピリオド】
第四ピリオドは大教大#13出口の3Pシュートや#99土屋のゴール下シュートで点を重ねるも、大阪大の#24冠野や
#17飛田のバスケットカウントなどで点差がなかなか縮まらない。開始4分経過で大教大のタイムアウト後、大教大#37
吉田がスリーポイントを決めるも、大阪大#56前北の連続得点で点差が開く。残り3分で大教大はプレスディフェンスを
しかけ大教大#7森田が連続得点を決め徐々に点差を縮める。また大教大はフリースローも確実に決め、残り1分で同
点に追いつく。大阪大のタイムアウト後#14長谷が連続得点を決め3点差残り4秒で大阪大の勝利と思われたが大教
大#13出口がブザービートを決め68－68で延長に突入
【延長】
両チーム、チームファウルがたまりフリースローで得点を重ねる。しかし、大教大#20青木の連続得点で大教大が2
点リードでタイムアップかに思われたが、大阪大＃6岸本がブザーと同時にシュートを決め再延長に突入。
再延長では、両者譲らず激しい点の取り合いとなるが、残り42秒大阪大#91太田の連続得点で差を4点に広げる。大
教大が食らいつこうとするも、大阪大#14長谷が試合を決めるバスケットカウントを決め、大阪大が点差を広げ、84―
91で大阪大が長く激しい接戦を制した

試合ＮＯ

戦評 横浜 寛大(神戸大)

PTS

勝チーム

91

勝ち点 2

11:40
会　　場 東大阪市立総合体育館

大阪大学

冠野 裕大 25

男子 2部リーグ戦

PTS

207

試 合 日 2017.09.03

飛田 拓海 10

記録 関西学生バスケットボール連盟

27
長谷 保範 22 36

RATE

２Ｐ

開始時間

大阪大学

№ Ｓ 選　手　名 AS MINＦＴ Ｆ REBOUND TO BSST

山内 晨伍 2

84

敗チーム

4

23

３Ｐ ２Ｐ

-

8

-
太田 麗嗣 5

0 -
0 -

91

11

藤本 大仁

0

8 17

黒崎 穂高 0 5
50

46
42

-

-

-
-
-

-

0 -
0

0

-

前北 光

２０１７年度関西学生バスケットボールリーグ戦

Team / Coach:

合　　　計
31.3% 31.7%RATE

池田 悠人 -

69.6%

Team / Coach:

合　　　計
7.7% 47.9% 40.8%

大阪教育大学

№ Ｓ 選　手　名 ＦＴ

出口 琢也 8

-

３Ｐ

坂田 航樹


